
第２学年 国語科学習指導案 
 
１ 単元名  六 だいじなところに 気をつけて読もう （光村上） 
  教材名  サンゴの海の生きものたち （本川 達雄） 
 
２ 単元について 
（１） 教材について 

本教材は「共生」というやや難しい内容を扱っているが，「初め」を丁寧に指導す 
     ることで読みの方向づけができ，更に「中１・中２」「終り」という文章構成を把握さ

せて説明文を読む方法を身に付けていくことができるものと考える。また，「たんぽぽ

のちえ」が時間的な順序で説明されていたのに対し，本教材は並列の関係で事柄が説明

させており，次の説明的教材「１本の木」へとつながる教材になっている。 
本教材には，随所に美しい写真が載っており，児童の関心を引くとともに，本文の内 

容を的確に捉えるための手助けとなるであろう。そして，生き物の不思議に興味を持ち，

自分で本を探して読む楽しさを味わわせていきたい。 
上記のことから，第２学年で求められる「時間的な順序，事柄の順序などを考えなが 

ら内容の大体を読むこと」「易しい読み物に興味を持ち，読むこと」の力を育てること

ができると考える。 
（２） 児童について 

・今までの説明文の学習から，順序を表す言葉を意識するようになってきた。 
・一つ一つの事柄について，事実とその理由を結びつけて読み取ることができる。 
・どの子も読書に対する興味・関心は高いが，物語に偏りがちであるので，自然科学的

な図書にも触れる機会にしたい。 
・文章全体の構成をつかみながら読み取ることは不十分である。 

（３） 指導の構想 
確かな読みの力を育てるために，本教材において「初め」「中」「終り」という文章構

成を把握させて，内容の大体を読み取る力を高めていく。 
①単元名とリード文に着目させ，学習の目当てをもつ。 

      ②本文に登場する生き物の関わり合いを，叙述に即して正確に読み取る。 
      ③生き物についての本を選んで読み，カードを書いて紹介し合う。 
      ④片仮名を正しく読んだり書いたりして，文や文章の中で使えるようにする。 
 
３ 単元の目標 
  【関心・意欲・態度】 

○海の生き物の共生関係や説明文の組み立てに興味を持って読もうとしている。 
○生き物についての読み物を選んで読み，物語以外の読み物にも興味を持つ。 

【読むこと】 
○「サンゴの海の生き物たち」が互いに役立っていることを，事柄の順序を考えながら読

むことができる。 
【書くこと】 
○二つの生き物の相互作用を抽出して書くことができる。 

【言語事項】 
 ○片仮名で書く語を読んだり書いたりし，文や文章の中で使うことができる。 



４ 指導計画 ２年生「サンゴの海の生きものたち」 （７時間扱い） 
過程 時 学 習 内 容 指導の手立て 評価規準 
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１ 学習の見通しをもつ。 
（１）写真を見ながら範読を聞き，海の中のイ

メージを広げ，感じたことや考えたこと

を発表する。 
（２）学習のめあてをつかむ。 
 
 
 
 
 
 
２

３

・内容に興味を持た

せ，大体の内容を理

解させるために，拡

大写真を準備する。 
 
・単元名とリード文 
 に着目させる。 
 
 

【関】 
興味を持って読 
み写真を良く見 
て気づいたこと 
を発表している。
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① 海の中の生きものたちは，どのように

かかわり合って生きているのかに気をつ

けて読みましょう。 
② 生き物の本を見つけて読みましょう。
 音読練習をする。 
 漢字･片仮名の練習をする。 

・漢字・片仮名は，本

教材を進める上で 

自由に記述できる

ように練習する。 

漢字・片仮名を正

しく読んだり書

いたりしている。

 登場してくる生き物について，かかわり合

いを読み取る。 
１）イソギンチャクとクマノミの特徴とかか

わり合いを読み取り，まとめる。  
・イソギンチャクとクマノミそれぞれの特

徴を読み取る。 

・主語に気をつけて 
 読む。 
・イソギンチャクとク

マノミに分けて，サ

イドラインを引く。 

【読】 
生き物の特徴を

叙述に即して読

み取っている。 

 
・イソギンチャクとクマノミが互いに役立

っていることを読み取る。 
・イソギンチャクとクマノミのかかわり合

いをワークシートにまとめる。 
 

 
・吹き出しに書いて 
理解を深める。 
 

・P．７７を例にまと

める。 

【読】 
生き物のかかわ

り合いを叙述に

即して読み取っ

ている。 
【書】 
二つの生き物の

相互作用を抽出

して書いている。

２） ホンソメワケベラと大きな魚のかかわ

り合いを読み取り，まとめる。 
・ホンソメワケベラについて読み取る。 
・互いに役に立っていることを読み取る。

・ホンソメワケベラと大きな魚とのかか

わり合いをワークシートにまとめる。

３）まとめの文を読み感想を発表する。 

・ホンソメワケべラと

大きな魚に分けて

サイドラインを引

く。 
・写真と文を照応させ

ながらまとめさせ

る。 

【読】 
生き物の特徴や

かかわり合いを

叙述に即して読

み取っている。 
 

 海の生きものについての本を選んで読む。

１）海の生き物についての本の紹介を聞く。

２）興味を持った生き物の本を読む。 
３）読んだ生き物について，友達に教えたい

ことや不思議だと思った事などをカード

に書く。 
４）カードを交換して読み合い，感想を伝え

合う。 
５）カードを参考に，本を選んで読む。 

・２年生でも読めるも

のをあらかじめ準

備しておく。 
・そのまま書き写すの

でなく，自分が伝え

たいことを書くよ

うにする。 
・本も一緒に紹介し，

読んでみようとい

う意欲につなげる。 

【関】 
興味を持った本

を進んで読んで

いる。 
 
交換したカード

を参考に，さらに

読もうとしてい

る。 



５ 本時の指導  （４／７） 
（１） 目 標 
     イソギンチャクとクマノミのかかわり合いを叙述に即して読み取り, まとめるこ

とができる。 
（２） 評 価 
   【評 価 規 準】 

両者が互いに役立っていることを読み取り，かかわり合いをまとめている。 
    【具体の評価規準】 
       A：互いに役立っていることがわかる吹き出しを書き，それをもとにかかわり合

いを文章にまとめている。 
       B：互いに役立っていることがわかる吹き出しを書き，かかわり合いをまとめて

いる。 
       C：教師の支援や友達の発表などを手がかりにして書いている。 
（３） 展 開 
段階・形態 学 習 内 容 と 教 師 の 働 き か け 指導上の留意点 
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１ 本時の課題をつかむ。 
  
 
 
２ P．７２～Ｐ．７３を音読する。 

・前の学習を思い出しながら，イソギンチャクのこ

とかクマノミのことか，気をつけて読みましょう。

 
 
 
 
・イソギンチャクと

 クマノミの特徴を

想起させる。 
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３ イソギンチャクとクマノミが互いに役に立っている

ことを読み取る。 
・⑤と⑥の段落を読みましょう。 
・ワークシートの吹きだしに， それぞれの生き物に

なったつもりで書き込みをしましょう。 
・イソギンチャクとクマノミになったつもりでお話

しましょう。 
４ イソギンチャクとクマノミのかかわり合いをまとめ

る。 
・お互いに役に立っていることを書きましょう。 
 
・読み合って確かめましょう。 

 
・ 主語に気をつけ

て読むようにさ

える。 
・ 書き出しを入れ

たワークシート

も 用 意 し て お

く。 
評 ワークシート 
 
・ 穴埋め式のワー

クシートも準備

しておく。 
評 ワークシート 

ま 
と 
め 

る 
５ 
分 

□ 
□ 
□ 
□ 
□ 
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６ 本時のまとめをする。 
・互いに守りあうというかかわり合いをしています。

・他にもこのような生き物がいないか調べたいと思

います。 
７ 次時の学習を知る。 

・次は、ホンソメワケベラについて学習します。 

 
・本時の内容に関わ

ること，読書意欲

に関することなど

をまとめとしても

たせたい。 

イソギンチャクとクマノミはどのようにか

かわり合っているのでしょう。 

 


